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2015.3.3 JIS T 8147:2003
保護めがね

JIS T 8147:2003保護
めがねにおける平行
度試験及び屈折力試
験方法について

　JIS T 8147:2003の8.1 b） 1）平行度試験での試験
方法は 1.1）で「…被検レンズは対物レンズの直前に
光軸と直角になるように置いて測定する。」、1.2）
で「…被検レンズは、望遠鏡の対物レンズの直前に光
軸と直角になるように置いて測定する。」及び1.3）
では「…被検レンズは、光軸と直角になるようにしな
ければならない。」と規定されています（パターン
A）。しかし、湾曲した保護めがねの場合、使用者の
使用状況、企業での製品開発時設計・試験実施状況等
を鑑み平行度試験方法は、下図のように使用時まっす
ぐ見た状況を想定した方法（パターンB）で行っても
よいと判断します。

　　　　　　　　　　　図

　貴見のとおりでよい。

　また、上記と同様にJIS T 8147:2003の8.1 b） 2）
屈折力試験での試験 方法2)屈折力試験の該当する部
分も同様に考えます。
　それらの解釈でよろしいか伺います。
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